
２０２５ (令和 7)年度決算について 
                      学校法人大手前学園 

理事長 福井 要 
 
２０２５（令和 7）年度学校法人大手前学園の決算は、有限責任監査法人トーマツ並びに監

事の監査を経たうえで、２０２６年５月２７日（水）開催の理事会で承認されました。ここに

決算概要の説明と決算諸表の公開を以下のとおり行います。 
 
 
【決算概要】 
 
 
（1）貸借対照表 

貸借対照表は、期末における学園の財政状態を示します。ここでは、前年度決算額との比較で説明し

ます。 

 

まず、資産の部ですが、有形固定資産は、新棟建設に伴う建設仮勘定が２億６３百万円増加したもの

の、建物等の減価償却により、１億５１百万円の減少となりました。特定資産は４６百万円増加しまし

た。また、その他の固定資産は、主に有価証券の減少により２億７２百万円減少しました。結果、固定

資産全体では３億７６百万円の減少となりました。 

 

流動資産は、現金預金の増加等により３億５７百万円の増加となりました。 

 

結果として、総資産額では、１９百万円減少し４１１億４１百万円となりました。 

 

負債の部では、今年度より会計基準の変更による賞与引当金の計上が発生したものの、借入金の返済

等により、負債合計で３億７２百万円の減少となりました。 

 

従いまして、純資産額（総資産額－総負債額）は、前年度末に比して３億５３百万円増の３８１億５

１百万円となりました。また、総資産額に占める割合（純資産比率）は、前年度末より０．９ポイント

増の９２．７％となりました。 

 

（2）事業活動収支計算書 

 事業活動収支計算書は、事業活動収入と事業活動支出の内容を明らかにし、その均衡状態（経営状態）

をあらわすもので、企業会計の損益計算書に該当するものです。ここでは予算額との比較で説明します。 

  

事業活動収入計は８４百万円増の７７億１９百万円、事業活動支出計は１億５３百万円減の７３億６

６百万円となり、その結果基本金組入前当年度収支差額は、予算額より２億３６百万円多い３億５３百

万円の収入超過となりました。 

 

 活動区分毎に見てみますと、教育活動収支は、収入面で学生生徒納付金や経常費等補助金の増加によ

り、９６百万円増の７２億５２百万円となりました。一方で支出面は、主として教育研究経費や管理経



 
 
 

費の減少により、９５百万円減の７０億７１百万円となりました。結果、教育活動収支差額は、予算額

より１億９１百万円増の１億８０百万円の収入超過となりました。 

 

 教育活動外収支は、収入の部で受取利息・配当金が予算より上回ったことから、教育活動外収支差額

は、予算額より２３百万円収入増の１億５０百万円の収入超過となりました。 

 

 特別収支は、収入面で施設設備補助金の減少等で３６百万円減少したものの支出面で資産処分差額が

７百万円減となったため、特別収支差額は、予算額より２９百万円減少して２２百万円の収入超過とな

りました。 

 

（3）資金収支計算書 

 資金収支計算書は、年度の諸活動に対応するすべての資金収入と資金支出の内容と支払資金の顛末を

明らかにする書類です。ここでも予算額との比較で説明します。 

 

 ２０２５年度の決算は収入の部合計で、３億２３百万円増の１１７億３３百万円となりました。これ

は、主に資産売却収入などが当初の予想よりも上回ったことによるものです。 

 

 一方、支出の部では主として施設関係支出、設備関係支出、管理経費支出が当初の予想より下回った

ため、翌年度繰越支払資金を除く支出合計で４億７８百万円の減少となりました。 

 

結果として、翌年度繰越支払資金は、８億１百万円増の３５億２２百万円となりました。 

 

 活動区分による資金収支の状況は、教育活動による資金収支差額が１０億４２百万円の収入超過、施

設整備等活動による資金収支差額が６億３百万円の支出超過、その他の活動による資金収支差額が１億

２百万円の支出超過となりました。これにより支払資金の増減額は３億３７百万円の増加となりました。 

 
尚、各々の科目の数値については、別掲の「事業活動収支計算書」「資金収支計算書」をご覧ください。

また、経年の比較と財務比率等については、「事業報告書 財務の状況」をご覧ください。 
 

以上 


